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地下水資源開発集団研修コｰス昭和60年度の地下水資源

開発集団研修コｰスはアジア中東アフリカ中南米の発

展途上国11か国から11名の研修員を受け入れ例年のように

8月27目に開講した.研修員は水理地質学土木工学をは

じめとする広い範囲にわたる専門家であるカミいずれも地下

水資源開発に直接従事している第一線の中堅技術者である.

研修は12月中旬までの約4か月間にわたり地下水開発及

び地下水管理の技術分野について応用面に重点を置き実践

的な野外実習や室内演習を多く取り入れて実施する.とりわ

け野外実習は地下水探査から揚水試験までの一貫した実習

を研修員自らの手によって実施し研修の効果を高めること

を目指している.

ここに研修の開始に当たって今年度の研修員の略歴を紹

介する.なおイラクネパｰノレフィリピンからの研修員

3名は女性である.

①サリム(トルコ)〔SalimYuzereo金1u〕

ユ954年生バジェテフェ大学地質学科修士課程卒トルコ

水力局勤務の地質専門家

②インチィサｰ(イラク)〔IntsarFarajI1ias〕

1959年生理科大学地球化学科卒イラク地下水局勤務の地

質専門家

③ホセ(パナマ)〔JoseAlbertoDiazLma〕

1956年生パトリシオ･ルムンバ大学(ソ連)土木工学科卒

パナマ排水局勤務の土木技術専門家

④ラマ(ネパｰル)〔RamaShrestha〕

1950年生トリ･チャンドラ大学地質学科修士課程卒ネ

パｰル灌概水利局勤務の水理地質専門家

⑤リカルド(ボリビア)〔RicardoGonz身1ezL･〕

1951年生トｰマス･ファリアス大学土木工学科卒ボリビア

地方開発公社勤務の土木技術専門家

⑥アデマロ(ブラジル)〔AdemarTokio09awa〕

1951年生サンパウロ大学地質学科修士課程卒ブラシノレ

水資源電力局勤務の地質専門家

⑦アデュ(ガｰナ)〔AduGyamfiDonkor〕

1946年生理工科大学機械工学科卒ガｰナ上下水道公社勤

務の襲井技術専門家

⑧ユｰリｰ(フィリピン)〔Yu1ieQ.Dacara〕

1955年生アダムソン大学地質学科卒フィリピン水資源庁

勤務の地質専門家

⑨ピサン(タイ)〔PisanKayansumruaj〕

1954年生王立モンクットニ〔科大学土木工学科チュラロン

:コｰン大学衛生工学科修士課程卒タイ地方開発促進局勤務

の土木技術専門家

⑩ファルク(バングラデシュ)〔FaruqueAhmed〕

1951年生チッタゴン大学土木工学科卒バングラデシュ

水開発局勤務の土木技術専門家

⑪ロビニｰリナ(マダガスカル)

〔AubertRemiRobinirina〕

1949年生工科大学水理地質学科卒マダカスカノレ水道水理

地質部勤務の水理地質専門家(野間)

地下水資源開発集団研修コｰスの研修員

地質調査所ロビｰにて/'85.8.30

HELPHELP〃わが国は短期間の滞在であれば大部分

の国に対してはビザを必要としていませんのでほとんどの

人はあまり注意を払うことカ重ないと思うのですが特定の国や

目的に対してはビザが必要となります.ここで注意しなけ

ればならないことは申請した書類通りビザが発給されている

かというと必ずしもそうとは限りません.本人入国後のビ

ザ延長手続きは決して不可能なことではないのですが書類

その他が繁雑で時間の浪費とイライラは精神衛生上好ましい

こととは言えません.

先目も8月31目入国9月11目まで滞在ということであ

る外国人のビザ発給を申請したところ御本人はすでに8月29

目に来日しておりしかもどこをどう間違えたのかビザ有効11

日間とされていました･それに気カミつき大あわてで延長手

続きを開始したのはいいのですが本人出頭カ必要というのに

あいにく本人は地方の山の中に出掛けて不在.ようやくのこ

と連絡がついたのは土曜目の朝･もっとも近くの入国管理事

務所がある県庁所在地までは列車で片道3時間.大急ぎで行

っても間に合いません.おまけに本人の帰国の航空券の目付

は9月14目.延長申請書類の目付と符合しません.可能な

限りの手段を講じましたがアｰやんぬるかな･残念なから

行動予定の後半3目分を残したまま本人は滞日有効期限ギリ

ギリの11目目に海外室のスタッフがキャンセル待ちでようや

く手に入れた座席を確保し機上の人となりました･

読者の皆さん外国人の受け入れにはビザの確認カミまず必要

ですよ.老婆心ながら.(田口)
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